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スイ ラー ト (地獄 の 架け 橋 ) 


⑯ ズ ケ テー トム (地獄 の 架け 橋 ) と は : 地獄 の 真 上 に か けら れ た 橋 で 、 信 仰 者 は そこ を 渡っ 
て 天国 へ と 向かい ます 。 





@ ズ ア ジー トム (地獄 の 架け 橋 ) を 渡る 者 : 


スズ アラ テー トム (地獄 の 架け 橋 ) を 渡る 者 は 信仰 者 た ち で す 。 不 信仰 者 や シル ク 「 の 徒 は 現世 
で 彼ら が 崇拝 し て いた 偶像 や 悪魔 な どの 空虚 な 崇拝 対象 に 従い 、 そ れ ら も ろ と も 地獄 に 転 
落す る の で す 。 

それ か ら 本 当 で あれ 嘘 で あれ 、 外 面 上 は アッ ラー の み を 信仰 し て いた 者 た ち が 残 り ま す 。 
架け 橋 が 架け られ て いる の は 、 彼 ら の 前 な の で す 。 それ か ら 偽 信者 た ち が 明 ら か に な り ま 
す 。 そ れ は 彼ら が サジ ダ (平伏 礼 ) 出来 な く な っ て いる こと 、 そ し て その 時 信仰 者 た ち を 
包む 光 の 存在 で 判明 し ます 。 億 信者 た らち は 光 を 求め て 後方 に 退き ます が 、 そ の 時 地獄 へ と 
転落 し ます 。 一 方 信仰 者 た ち は ス アラ テー トム (地獄 の 架け 橋 ) を 渡り きり 、 天 国 へ と 向かい 
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@ 。 スズ ノ ジー トム (地獄 の 架け 橋 ) は 清算 と 行為 の 提示 の 後 の 出来 事 で す 。 そ れ ら が 終了 し 
た 後に 和信 々 は スズ ア ラー トム (地獄 の 架け 橋 ) を 渡ら せら れる の で す 。 祭 高 な る アッ ラー は こ 
う 仰 られ まし た : 急 そ し て あな た 方 は 皆 地 獄 (の 架け 橋 ) に や っ て 来る 。 そ れ は あな た の 
主 が 必ず ご 遂行 され る こと な の で ある 。 そ れ か ら わ れ ら (アッ ラー の こと ) は (わが 怒り 
と 懲罰 を 招く よう な 行い か ら ) 自ら を 防い で いた 者 た ち を 教 い 出し 、 不 正 者 た ち を そこ に 
取り 残し た まま 放っ て お く の だ 。 四 (クルアーン 19 : 71 一 72) 





る ズ ア ジー トム (地獄 の 架け 橋 ) と そこ を 渡る 人 々 の 光量 : 


アプ ブー・ サ イー ド ・ ア ル = テ フ ドゥ リ ー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は アッ ラー と の 調 
見 と ス ァ ラーム (地獄 の 架け 橋 ) の 伝承 の 中 で 、 こ う 伝 えて いま す :「 私 た ち (伝承 者 を 含 
む 教 友 た ちの こと ) は 言い まし た : “アッ ラー の 使徒 よ 、 ス アラ テー トム (地獄 の 架け 橋 ) と は 
何で すか ?”  ( 太 言 者 は ) 言い まし た : “それ は 足元 が 定まら ず 滑 りや すい 所 で 、 そ の 上 
に は 鉄 多 や 鉄 串 、 ナ ジュ ド 地 方 で “ サ ァ ダー ン ” と 呼ば れ て いる 植物 の それ の よう な 湾 曲 
し た 鋭い と げ な ど が ある 。 信仰 者 は そこ を 瞬 き する 間 に 、 あ る い は 雷光 や 風 (の よう に 速 
く 、 ま た ) 極上 の 馬 や 乗り 物 用 の 家畜 に 乗る よう に (それ 相応 の 速 さ で ) 渡る 。 あ る 者 は 
無事 に そこ を 渡り きり 、 あ る 者 は 怪我 を し な が ら 渡 り 、 ま た ある 者 は そこ か ら 地 獄 の 業火 























! 訳者 注 : 詳 し く は 「5. シル ク 」 の 章 を 参照 の こと 。 





へ と 転落 する 。"」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 2 


@ 最初 に スケ ジー トム (地獄 の 架け 橋 ) を 渡る 者 : 


最初 に ス ア ラー トム (地獄 の 架け 橋 ) を 渡る 者 は 、 ム ハン マ ド ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 
と 平安 あれ ) と その 共同 体 で す 。 そ し て ス ァ ラー トム (地獄 の 架け 橋 ) を 渡り 切る の は 信仰 
者 だ け で あり 、 その 際 彼 ら は その アー マー ンジ" に 応じ て 光 を 与え られ ます 。 そ し て その 光 に 
応じ た 渡り 方 を し ます 。 ま た 「 信 用 」 と 「 近 親 と の よき 関係 」 が 送ら れ て 来 て 、 ス アラ ー 
/ (地獄 の 架け 橋 ) の 右 と 左 に 置か れん ます 。 そ の 日 使徒 た ち は :「 ア ッ ラ ー よ 、 無 事 に 。 無 
事 に ( 六 ら せ て 下さ い ) ! 」 と 祈り ます 。 

















アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら 
の 祝福 と 平安 あれ ) が アッ ラー と の 調 見 に 関す る 伝承 の 中 で 、 次 の よう に 言っ た こと を 伝 
えて いま す :「 そ し て ス ァ ラー トム (地獄 の 人 架け橋) が 地獄 の 業火 の 中 央 に か けら れる 。 そ し 
て 私 と 私 の 共同 体 は 、 最 初 に そこ を 渡り きる 者 た ちら で ある 。 その 日 は 使徒 た ち 以 外 誰 も 喋 
る こと が な い 。 そし て その 日 使徒 た ちら は:“ ア ッ ラ ー よ 、 無 事 に 。 無事 に (渡ら せ て 下さ い ) ! 
と 祈る の だ 。"」 (アルテ ブ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 り 





@⑯ 信仰 者 た ちら が ズ ス ァ ラー トム (地獄 の 架け 橋 ) を 渡っ た 後 : 


ブーマ サ イー ドッ デア ルー アン ドッ ゥ リー (後に アッ ジー の ご 漠 選 あれ ) に よる と 、 ア デッラ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 信 仰 者 た ち は 地獄 か ら 救 
われ る と 、 今 度 は 天国 と 地獄 の 間 に あ る タン タラ (アー チ 型 の 門 ) の 前 で 清算 を 受け る 。 
そし て 現世 で 彼ら の 間 に 何 か 不正 が あれ ば 、 そ れ を お 互い に 晴らす こと に な る 。 それから 
彼ら が 純化 され 清浄 に な っ た と ころ で 、 天 国 に 入る こと が 許さ れる 。 ム ハン マ ド の 魂 が そ 
の 御手 に 和 要 ね られ た お 方 に か け て 。 天国 の 住人 は 現世 で 自分 の 家 を 知っ て いる より も 詳し 
く 、 天 国 で の 自分 の 家 を 知っ て いる の だ 。」( ア ル テ ブ ハー リー の 伝承 う 
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